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１．はじめに  

 広島県呉市の呉市一般廃棄物最終処分場「エコ・グローブくれ」（2015 年 3 月竣工）は、事業により消失す

る溜池や湿地の代替環境を計画することが事業の応募要件として求められていた。既報 1）では、溜池を模し

た上池と、湿地（水田）を模した下池という 2 つの水辺環境を備えたビオトープ（図-1）を計画・施工し、誘

致目標とする動植物のモニタリング調査を実施した結果について報告した。本報では、代替環境であるビオト

ープにおいて重要種をはじめとする水辺の植物を保全・復元することを目的に、消失する溜池や湿地など現地

の土壌を活かしたビオトープを創出し、3 年間にわたりモニタリング調査を行った結果を報告する。 

２．土壌移設とビオトープ創出  

 ビオトープ創出にあたり、植物の種子等の残存可能性がある溜池と湿地の底土を採取し、新たな池の底土と

して利用することとした。土壌は、溜池では重機により底土の表土を採取、湿地（水田）は底土の表面から

20～30cm を目安に落葉・落枝などとともにバケツで土を採取した。ビオトープ計画地は休耕田跡地で、上池

は防水シートを敷設、下池は一部を除き休耕田土壌も活かすこととした。採取した土壌はビオトープが造成さ

れた後、溜池の土は上池に、湿地（水田）の土は下池にそれぞれ移設した。また、維持管理として下池では毎

年春先に耕起を行う計画とした。 

３．モニタリング調査概要  

 ビオトープ工事は 2013 年 11 月に完了し、最終処分場本体工事中の 2014

年から竣工後の 2015～2016 年にモニタリング調査を実施した。調査時期は各

年とも 7 月（夏季）と 9 月（秋季）の 2 回、任意踏査による調査を行った。 

４．調査結果 

（1）主な確認種（重要種） 

 確認種の例を表-1 に示す。環境省および広島県で重要種に指定されている

4 種が確認された。このうちトガリフラスコモ（環境省・絶滅危惧Ⅰ類）と

サガミトリゲモ（環境省・絶滅危惧Ⅱ類）は建設前のアセスメント調査 2）

では確認されていなかった種である。イヌタヌキモは初年度と 2 年目に近

隣の溜池から移植を行ったところ、3 年目に生育を確認した。 

（2）確認種の経年変化 
 3 年目（2016 年）に確認された水生・湿生植物は、上池 25 種、下池 39
種であった。下池では初年度のみ出現し、2～3 年目には確認されない種が

見られたが、ホッスモ、コナギなど代表的な水田植物を含む全体の約 3 割

は 3 年間連続して確認された。 
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図-1 ビオトープ計画断面イメージ図 

図-2 土壌採取の様子（左：溜池、右：水田） 

図-3 完成直後のビオトープ 
（2013 年 12 月） 

図-4 ビオトープ下池（2016 年 7 月） 
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５．考察  

 シャジクモ類は、土壌の移設により長期間保持されていた卵胞子から発生する事例 3）が報告されている。

また、サガミトリゲモも埋土種子からの発芽可能性のある種である 4）。今回のモニタリング調査で確認された

トガリフラスコモやサガミトリゲモは、移設した土壌または休耕田で休眠していた卵胞子や種子が発芽活性し

た可能性が考えられる。これらを含め今回の調査で確認された水生・湿生植物の大部分は、当該種あるいは近

縁種について既往文献 5）等で埋土種子からの発芽、もしくは種子の保存性が報告されており、土壌中で休眠

していた埋土種子等に由来している可能性があると考えられた。 

 今回の調査は、閉鎖系環境での実験とは異なり、動物等による種子移入の可能性がないとは言えないものの、

初期段階から多くの植物種が確認されたことは、現地土壌活用の効果によるところが大きいと推察される。ま

た、土壌の採取・移設時の攪乱に加え、維持管理として春先に耕起を行うことも埋土種子等の発芽を促すうえ

で重要な要因となっていると考えられる。 

６．まとめ  

 近年激減している溜池や湿地など里山の水辺環境に生育する植物を保全するために、現地土壌を保全・活用

することは有効な手段である。特に本事例では、溜池、水田、休耕田という複数の環境の土壌を活用したこと

が多くの植物の出現につながったと考えている。これらの植物相の維持には耕起や草刈りなど人為的な管理が

不可欠であるため、保全していくうえで適切な管理計画策定と管理の継続的な実施が重要である。 

本調査は、呉市様および㈱エコロジーくれ様のご協力により実施させていただきました。ここに記して深謝

の意を表します。 
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表-1 確認された主な植物 

環境省 広島県 上池 下池 上池 下池 上池 下池

シャジクモ シャジクモ
絶滅危惧

Ⅱ類
○

トガリフラスコモ
絶滅危惧

Ⅰ類
情報不足 ○

シャジクモ科の一種 ○ ○ ○

フラスコモ属の一種 ○

タデ シロバナサクラタデ ○

オオイヌタデ ○ ○ ○ ○ ○

ヤノネグサ ○ ○ ○

ボントクタデ ○

アキノウナギツカミ ○ ○ ○ ○

ミゾソバ ○ ○ ○ ○

ミゾハコベ ミゾハコベ ○ ○

ヒシ ヒシ ○ ○

ゴマノハグサ スズメノトウガラシ ○

タヌキモ イヌタヌキモ
準絶滅

危惧種
（移植） （移植） ○

ヒルムシロ ホソバミズヒキモ ○ ○ ○ ○

イバラモ ホッスモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サガミトリゲモ
絶滅危惧

Ⅱ類

絶滅危惧

Ⅱ類
○

ミズアオイ コナギ ○ ○ ○ ○ ○

イグサ コウガイゼキショウ ○ ○ ○

ハリコウガイゼキショウ ○

ウキクサ アオウキクサ ○ ○

ガマ コガマ ○ ○

カヤツリグサ アゼガヤツリ ○ ○ ○ ○

コアゼガヤツリ ○ ○

ウシクグ ○

ミズガヤツリ ○ ○

イヌシカクイ ○ ○

サンカクイ ○

2014年 2015年 2016年重要種
科名 種名

シャジクモ  ②トガリフラスコモ 

③イヌタヌキモ ④サガミトリゲモ 

⑤ミゾハコベ  ⑥ホソバミズヒキモ 

図-5 確認された植物例 
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